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学校便り 

 
  令和５年 １０月２日 

新宿区立東戸山小学校 

校 長  宇山 幸宏 

No.６  

 【１０月 行事予定】 
 1 日    [都民の日］  

 2 月 ・全校朝会    ・安全指導日  

 3 火 ・理科実験名人(6)・若草交流(3・４) SC 

 4 水 ・避難訓練     ・委員会活動⑥  

 5 木  SC 

6 金 
・学校公開日始 ・児童集会 
・保護者会(1・2・3・若) 

SC 

 7 土 
・学校公開日終   ・道徳授業 
・保護者会(4・5・6)    下校 14:20 

 

9 月   ［スポーツの日］  

10 火 振替休業日  

11 水 
・校外学習(若 1・2・3)AM           

下校 12:55 
 

12 木  SC 

13 金 ・児童集会・演劇鑑賞教室(4)・前期終 SC 

16 月 
・後期始 ・新時程始 
・読書期間始（～31 日） 
・クラブ活動⑦（月曜クラブ時程） 

 

17 火 ・地域清掃   ・学校保健委員会 SC 

18 水 
・研究授業(若草 2・3・4 組)  

他の学級は下校 12:55 
 

19 木 ・館山移動教室 事前検診（6） SC 

20 金 ・児童集会 SC 

23 月 
・きらりひがと集会  
・館山移動教室①（6） 

 

24 火 ・館山移動教室②（6） ・若草交流(5) SC 

25 水 ・館山移動教室③（6）  

26 木 ・サントリー水育出前授業(4) SC 

27 金 ・児童集会 SC 

30 月 ・きらりひがと集会    

31 火 ・読書期間終      ・若草交流(2・3) SC 

11/1 水 ・安全指導日     ・委員会活動⑦  

11/2 木 ・遠足(1・2・3) SC 

11/3 金   ＝文化の日＝  

11/6 月 
・きらりひがと集会 
・クラブ活動⑦（月曜クラブ時程） 

 

11/7 火 ・避難訓練 SC 

   
 

※ 感染拡大の状況により、今後も行事等の変更 

（中止や日程の変更等）があり得ることを 

ご了承ください。 

 
宇山校長先生との５つの約束 

～大丈夫！きっと、君たちならできるから！～ 
校長 宇山 幸宏 

「朝、元気に登校して、帰るべきところに無事帰る」
当たり前のことを第一に学校は考えている。 
 朝ご飯を食べさせてほしい。朝からお腹を空かせて

授業や活動に集中できない子がいる。未成年の子ども
のせいではない。できれば、孤食ではなく、誰かと会
話して食べられたら、なおありがたい。 

 お家のカギをなくしたり忘れたりしたら、学校に戻
ってくればいい。寒い中、家の前で待っているより、 
ずっといい。東戸山小学校は、そういう学校だから。 
 １０月１６日(月)～生活時程が新しくなる。朝会や

集会を昼休み時間帯に移動した。また、名称も「全校
朝会」から「きらりひがと集会」に、「若草交流」か
ら「ひがと交流」に変更した。 
キラッと輝かせたいのは、２３０名の子どもたちで

あり、温かく育て見守る保護者・地域の方々であり、
子どもとあきらめず親身に向き合い続ける教職員だ！ 

 配布予定の生活時程表の下に、『うやまこうちょう
先生との５つのやくそく』というメッセージを入れ、 

後数回で終了する「全校朝会」で全校児童に伝えた。 
 

≪うやまこうちょう先生との５つのやくそく≫ 
① 教室の自分の席に、８時２５分までに座ろう！ 
② 遅刻や欠席の連絡は、お家の人に、８時２５分

までにしてもらおう！ 
③ 宿題は、毎日やってくるのが当たり前！ 

分からない時は、先生に聞こう！ 

④ 夢をもち、決してあきらめず、誰にでも優しく 
できる人になろう！ 

⑤ 辛いことや、悩んでいることがあったら、いつ
でも先生たちに相談しよう！ 

 

 挑戦すれば、失敗することもある。全てできないこ
とではないと思っている。保護者の方にも引き続き、

ご理解とご協力をお願いしたい。 
 先生に与えられた「宿題」をやってくるのは、あく

までもスタート段階。いつか全員が自分で内容を決め
てやり遂げていく「自主学習」にも挑戦してほしいと
思っている。 
人種や文化、年齢や性別や障害の有無に関わらず、 

誰にでもやさしくなることをあきらめてほしくない。 
自分の“いのち”も他の人の“いのち”も大切にす

るため、遠慮なくいつでも相談してほしい。 
この≪５つのやくそく≫の先にあるものは、一人ひ

とり違うと思うが、この約束を【当たり前】にして、

胸を張って前に進んでほしい。 

子どもの”いのち”を守るための連絡のお願い 

  お子様の‟いのち”と安全・安心を守るために、 

以下の時間厳守と連絡をお願いいたします！ 

◎登校時間：８：１５～８：２３ 

◎当日の欠席・遅刻の連絡：８：００～８：２５ 

※ご家庭から事前に欠席・遅刻等の連絡がなく、８時２５分

までにお子様が登校していない場合は、必ず学校からご指

定の緊急連絡先に連絡させていただきます。 

連絡がつかない場合は、家庭訪問等により、お子様の 

安否確認をさせていただきますことをご了解ください。 

東戸山小 電話番号：０３（３２０５）９５０４ 

 



「イングリッシュ・キャラバン」 

東京都の「外国語に触れる機会の創出」事業の一つとして、本校では 

9月 12日に「イングリッシュキャラバン」が行われました。各学年ごと 

に 1時間、来校した 5人のネイティブティーチャーと一緒に「外国の絵 

本に親しもう」「英語で料理を注文しよう」などのテーマに添って英語で 

やり取りをしながら活動が進められました。 

たくさんの笑顔と英語に興味をもって取り組む子ども達の姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<教材費の引き落としについて> 
 ２学期分の教材費は、 

11月 10日(金)に、引き落とし（ゆうちょ銀行）になり
ます。残高不足とならないように、入金・確認をお願いし
ます。引き落としの金額は、「学年だより」「学級だより」
でお知らせします。 
 

「道徳地区公開講座」 

道徳主任  

１０月６日（金）と７日（土）に道徳地区公開

講座が行われます。毎年行われている本公開で

すが、そのねらいとしては以下にあげるもので

す。 

【ねらい】学校、家庭及び地域社会が連携して子ど

もたちの豊かな心を育むとともに、小・中学校等に

おける道徳教育の充実を図る。 

また、東京都の趣旨として以下の３点が挙げら

れています。（１）意見交換を通して、学校・家庭・

地域社会が一体となった道徳教育を推進する。

（２）道徳の授業の質を高め、道徳の時間の活性化

を図る。（３）道徳の授業を公開することにより、

開かれた学校教育を推進する。 

 公開を通して児童たちの現在の様子を見ていた 

だき、意見などをアンケートに記載していただけ 

ればと思います。 

                       

                        

「校内研究」 
研究主任  

本校の今年度の研究テーマの主題は「確かな学力を身に付け、

共に学び続ける子どもたち」です。副題として「児童の学び合う

力を育成するための授業づくり」です。テーマの設定理由として

は、①確かな学力を身に付けていくことにより学び合いの効果を

高め、さらに自分自身の学力を高めることで、自分の可能性やよ

さを認めることができ、自己肯定感が高まるのではないか。②学

び合いを通して、互いが必要な存在であることに気付き、自他の

“いのち”を大切にしようとする意識も高まるのではないか。③

協働的な活動を通して共に学び続けることのよさを実感させると

ともに、共に成長できることに価値がある。上記の３点に重きを

置き、テーマの達成ができるように邁進していきます。 

 

 

 

「委員会活動」 
委員会担当  

 自分たちの学校生活を「楽しく」「豊か

に」するため、７つの委員会が委員長を

中心に活動しています。 

委員会活動の時間だけでなく朝の時間

や休み時間などに活動を行います。集会

や新聞、放送を使った全校に向けてのお

知らせはとても丁寧です。 

委員会活動で自分たちのアイディアを

生かし、自分たちで行動することは同時

に、みんなの思いや願いを生かすことで

もあります。今後活動を担うことになる

学年も含めた東戸山小学校のみんなが、

自分たちの思いや願いを伝えていくこと

で、学校生活はより「楽しく」「豊かな」

ものとなっていくはずです。まずは自分

の目でみて、考えてみてはどうでしょう。 

どうしたいか、どうすればよいか、、 

「読書期間」 

国語部    

１０月１６日（月）～３１日（火）まで、「読書

期間」に入ります。読書期間には、図書委員会の子

どもたちのアイデアを生かしながら多くの子が本に

親しむ機会をつくっていきます。また毎月第一木曜

日は「全校読み聞かせの日」として、各学級で読み

聞かせを行っています。どの学年もお話の世界に吸

い込まれるように、集中して聞く子どもたちの様子

がとても印象的です。パソコンやスマートフォン等

が身近になっている今日、活字よりも映像や音楽に

触れる機会が多くなっているのではないでしょう

か。紙に印刷されている活字に触れ、自分でページ

をめくることも今だからこそ価値のあることのよう

に感じます。 

秋の夜長に、読書に親しむ機会として「読書期間」 

をとらえ、ぜひ親子でお気に入りの一冊を探してみ

てください。また家でも子どもたちが本を手にする

場面を見たら褒めていただき、ぜひ一緒に楽しんで

みてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                        


